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要 
 
 
 
 
 
 
 

旨 

 

高
齢
者
医
療
の
自
己
負
担
軽
減
及
び
見
直
し
並
び
に
健
保
本
人
三
割
負
担
化
の
凍
結
を
す
る
よ
う
、
政
府
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

 （
理 

由
） 

昨
年
十
月
よ
り
高
齢
者
の
患
者
負
担
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
定
額
負
担
が
廃
止
に
な
り
定
率
一
割
又
は
二
割
の
負
担
と
な
る
と
と
も
に
、

一
部
負
担
金
の
上
限
が
外
来
で
は
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
在
宅
医
療
や
在
宅
酸
素
療
法
、
抗
ガ
ン
剤
使
用

の
重
症
患
者
の
負
担
金
は
数
倍
に
跳
ね
上
が
り
ま
し
た
。
医
療
現
場
で
は
、
経
済
的
理
由
か
ら
、
在
宅
医
療
を
中
断
し
た
り
酸
素
吸
入
を
我

慢
し
た
り
と
い
う
事
態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
間
で
は
、
医
療
費
や
葬
式
の
た
め
に
貯
蓄
し
、
で
き
る
だ
け
消
費
を
控
え
る
風
潮

も
ま
ん
延
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
本
年
四
月
か
ら
は
健
保
本
人
の
一
部
負
担
金
が
二
割
か
ら
三
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
保
険
料
の
総
報
酬
算
定
に
よ
る
引
き
上
げ

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
九
九
年
の
厚
生
省
患
者
調
査
で
も
、
一
九
九
七
年
実
施
の
健
保
本
人
一
割
か
ら
二
割
負
担
へ
の
引
き
上
げ
で

は
、
外
来
の
患
者
（
三
十
五
～
六
十
四
歳
）
が
三
十
五
万
人
も
減
少
し
て
お
り
、
長
引
く
不
況
で
受
診
抑
制
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
外
来
医
療
費
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
健
康
悪
化
か
ら
入
院
医
療
費
は
増
加
傾
向
を
示
し
、
結
果
と
し
て
医
療
費
総
額

は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
四
月
の
三
割
負
担
を
政
府
が
断
行
す
れ
ば
、
勤
労
者
世
代
の
健
康
障
害
の
増
大
、
先
行
き
不
安
か
ら
の
消
費
の
落

ち
込
み
等
、
未
曾
有
の
不
況
へ
の
転
落
の
加
速
因
子
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
健
保
本
人
三
割
負
担
は
、
政
管
健
保
の
赤
字
財
政
の

立
て
直
し
が
そ
の
目
的
で
し
た
が
、
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
と
保
険
料
引
き
上
げ
で
政
管
健
保
財
政
は
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
四
年
度
で
プ
ラ



 

ス
一
・
五
兆
円
の
余
裕
が
生
ま
れ
、
三
割
負
担
導
入
の
差
し
迫
っ
た
必
要
性
は
な
く
な
り
ま
し
た
。 

確
か
に
国
、
自
治
体
は
二
〇
〇
〇
年
度
末
で
六
百
六
十
一
兆
円
の
負
債
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
四
百
二
兆
円
の
金
融
資
産
を
有
し

て
い
る
こ
と
、
そ
の
差
額
・
純
債
務
残
高
は
G
D
P
比
で
E
U
並
み
で
あ
る
こ
と
を
国
民
の
前
に
明
ら
か
に
す
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
国

民
が
渇
望
し
て
い
る
一
日
も
早
い
不
況
脱
却
の
た
め
に
は
、
国
民
の
先
行
き
不
安
を
無
く
し
個
人
消
費
を
回
復
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
不
要
不
急
の
国
民
負
担
増
を
中
止
す
べ
き
で
す
。 

度
重
な
る
改
定
に
よ
っ
て
、
患
者
負
担
の
大
幅
な
増
加
が
受
診
を
抑
制
し
、
都
民
の
い
の
ち
と
健
康
の
維
持
に
大
き
な
悪
影
響
を
も
た
ら

す
の
で
は
な
い
か
と
多
く
の
医
療
担
当
者
が
懸
念
し
て
お
り
、
患
者
負
担
増
の
撤
回
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
当
面
の
負
担
軽
減
措
置
と
し

て
、
高
齢
者
医
療
の
自
己
負
担
の
見
直
し
と
、
健
保
本
人
三
割
負
担
化
の
凍
結
を
求
め
ま
す
。 

以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
右
事
項
の
実
現
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

以 
 

上 

 


